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振替決済口座管理規程 

（振決国債） 

 

 ⁸ ─ ⌐ ∆╢ ⌐ ≠ↄ ⌐⅔™≡ ╡ ℮ ⌐

╢ ╩ ⌐ ∆╢⌐ ⇔⁸ ≤ ≤─ ─ ⌐≈™≡│⁸

─ ⌐ ≠⅝ ⌐ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 

 

振替決済口座管理規定（間接参加者用） 

 

（この規定の趣旨） 

第１条 ↓─ │⁸⅔ ⅜ ⁸ ─ ⌐ ∆╢ ₈ ₉≤

™™╕∆⁹ ⌐ ≠ↄ ⌐⅔™≡ ╡ ℮ ₈ ₉≤™

™╕∆⁹ ⌐ ╢ ╩ ⌐ ∆╢⌐ ⇔⁸ ≤⅔ ≤─ ─

╩ ⌐∆╢√╘⌐ ╘╢╙─≤⇔╕∆⁹ 

 

（振替決済口座） 

第２条 ⌐ ╢⅔ ─ ₈ ₉≤™™╕∆⁹ │⁸

⌐ ≠ↄ ≤⇔≡⁸ ⅜ ⅎ ↄ ⌐⅔™≡ ⇔╕

∆⁹ 

 ⌐│⁸ ⅜ ╘╢≤↓╤⌐╟╡⁸ ↔≤⌐ ╩ ↑

╕∆⁹↓─ ⌐⅔™≡⁸ ─ ≢№╢ ─ │ ╩∆╢

≤⁸∕╣ ─ ─ │ ╩∆╢ ≤╩ ⌐ ↑≡ ⇔╕

∆⁹ 

 │⁸⅔ ⅜ ⌐≈™≡─ ╩ ∆╢╙─⌐ ╡ ⌐

│ ™√⇔╕∆⁹ 

 

（振替決済口座の開設） 

第３条 ─ ⌐ √∫≡│⁸№╠⅛∂╘⁸⅔ ⅛╠ ─₈

₉⌐╟╡⅔ ╖™√∞⅝╕∆⁹∕─ ⁸ ⌐╟╢ ─

⌐ ∆╢ ─ ⌐ ™ ╩ ╦∑≡™√∞⅝╕∆⁹ 

 │⁸⅔ ⅛╠₈ ₉⌐╟╢ ─⅔

╖╩ ↑⁸↓╣╩ ⇔√≤⅝│ ⌂ↄ ╩ ⇔⁸⅔ ⌐∕

─ ╩ ™√⇔╕∆⁹ 

 │⁸↓─ ⌐ ╘╢≤↓╤⌐╟╢╒⅛⁸ ∕─ ─

┘ ─ ∕─ ─ ⌐ ∫≡ ╡ ™╕∆⁹ 

 

（共通番号の届出） 
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第３条の２ ⅔ │⁸ ⌐⅔↑╢ ─ ╩ ∆╢√╘─ ─

⌐ ∆╢ ₈ ₉≤™™╕∆⁹ ∕─ ─ ─ ╘⌐ ∫≡⁸

╩ ∆╢≤⅝⁸ ⌐ ∆╢

│ 15 ⌐ ∆╢ ⁹ ∂⁹ ─ ╩ ↑√≤⅝∕─

∕─ ─ ⅜ ╘╢ ⌐⁸⅔ ─ ╩ ⌐⅔ ™√∞⅝

╕∆⁹∕─ ⁸ ∕─ ─ ─ ⌐ ™ ╩ ╦∑≡™√∞⅝

╕∆⁹ 

 

（当金庫への届出事項） 

第３条の３ ₈ ₉⌐ ⌂≈↕╣√ ┘ ↕╣√

│ ⁸ ⁸ ⁸ ─ ⌐⅔↑╢ ─ ⁸ ╩╙

∫≡⁸⅔ ─ │ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ≤⇔╕∆⁹ 

 

（契約期間等） 

第４条 ↓─ ─ │⁸ ⅛╠ ⌐ ∆╢ ╕≢≤⇔╕

∆⁹ 

 ↓─ │⁸⅔ │ ⅛╠⅔ ⇔ ─⌂™ ╡⁸ ─ ⅛╠

↕╣╢╙─≤⇔╕∆⁹⌂⅔⁸ ╙ ≤⇔╕∆⁹ 

 

（手数料） 

第５条 ↓─ ⌐ ≠ↄ ─ ⌐ ℮ ₈ ₉≤™™╕∆⁹

│⁸ ─ ≤ ⌐╟╡ ╩ ™∆╢╙─≤⇔⁸ ─

─ ⌐⁸⅔ ⅜ ⇔√ ₈ ₉≤™™╕∆⁹

⅛╠⁸ ה ⁸ │ ⌐╟╠∏ ⇔─℮ⅎ

∆╢╙─≤⇔╕∆⁹ 

⌂⅔⁸ ─ │⁸ ⌐ ─ ∆╢ ╩ ⅛ ≤⇔≡∕─

⅛╠ ⌐╟╡⅔ ™ↄ∞↕™⁹ 

 │ ─ ⌐╟╡ ∆╢↓≤⅜№╡╕∆⁹ ─ │⁸

⌐ ↕╣╢ ⅛╠ ⇔╕∆⁹ 

 ⌐ ─ ⅜№∫√ │ ╛ ⌐╟╡ ─ ⅜

⌂ↄ⌂∫√ │⁸ │ ⅜⌂ↄ⌂∫√ ─ ∆╢ ─ ⅛╠

╕≢─ ╩ ⌐╟╡ ⇔╕∆⁹ 

 │⁸ ⌐ ⌐ ∆╢ ⅜⌂™ │⁸ 10 ⌐╟╡

⅜ ↑ ╢ ─ ⁸ │ ╡ ₈ ₉≤™™

╕∆⁹ ⅛╠ ⌐ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢╙─≤⇔╕∆⁹ 

 

（振替の申請） 

第６条 ⅔ │⁸ ⌐ │ ↕╣≡™╢ ⌐≈™≡⁸ ─
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⌐ ╘╢ ╩ ⅝⁸ ⌐ ⇔⁸ ─ ╩∆╢↓≤⅜≢⅝╕∆⁹ 

1 ⅎ╩ ↑√╙─∕─ ─ ─ ⌐╟╡ │∕─ ╩ ↕╣

√╙─ 

2 ─ ⌐╟╡ ↕╣√ │ ╣⌐ ╢╙─∕─ ⅜

╘╢╙─ 

 ⌐ ≠⅝⁸⅔ ⅜ ─ ╩ ℮⌐ √∫≡│⁸№╠⅛∂╘⁸ ⌐ →

╢ ╩⁸ ⌐ ™√∞⅛⌂↑╣┌⌂╡╕∑╪⁹ 

1 ⌐⅔™≡ ┘ ─ │ ⅜↕╣╢═⅝ ─

┘  

2 ⅔ ─ ⌐⅔™≡ ─ │ ⅜↕╣╢═⅝ ┘

 

3  

4 ⌐⅔™≡⁸ ─ │ ⅜↕╣╢═⅝ ┘  

 ─ │⁸∕─ ─ ─ ≤⌂╢╟℮ ⇔⌂

↑╣┌⌂╡╕∑╪⁹ 

 ─ ⅜⁸ ─ ─ ⌐│⁸ ─ │

№╡╕∑╪⁹╕√⁸ ⌐≈™≡│⁸₈ ₉╩₈⅔ ─

₉≤⇔≡ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

 ─ │ ╩ ⅎ╢≤⅝│⁸∕─ ╕≢⌐ ─

≢∕─ ╩⅔ ⇔ ─℮ⅎ⁸⅔ ⅜ ─ ⌐ ─

│ ⌐╟╡ │ ⇔≡↔ ↄ∞↕™⁹ 

 ⌐ ─ ╡╩ ↕╣╢ ⁸ ─ ⅝╩╕√∏⌐

─ ─ ⅜№∫√╙─≤⇔≡ ╡ ™╕∆⁹ 

 

（他の口座管理機関への振替） 

第７条 │⁸⅔ ⅛╠⅔ ⇔ ⅜№∫√ ⌐│⁸ ─ ┼

╩ ℮↓≤⅜≢⅝╕∆⁹╕√⁸ ≢ ╩ ↑ ╣╢≤⅝│⁸ ⇔ ─

⌐ ⇔ ⌐ ⌂ ┘ ╩ ⇔≡™╢ ⁸ ⁸

⁹ ─ ─ │ ⅎ≡⁸ ⅛ ─ ⁸

╩↔ ↄ∞↕™⁹ ⌐ ╡⅜№∫√ │⁸ ⇔ↄ ⅝⅜ ╦╣⌂

™↓≤⅜№╡╕∆⁹ 

 ⌐⅔™≡⁸ ─ ┼ ╩ ℮ ⌐│⁸№╠⅛∂╘

─ ⌐╟╡⅔ ╖ↄ∞↕™⁹ 

 

（担保の設定） 

第８条 ⅔ ─ ⌐≈™≡⁸ ╩ ↕╣╢ │⁸ ⅜ ╘╢≤

↓╤⌐ ™⁸ ─ ⅝⌐╟╢ ⌐╟╡ ™╕∆⁹ 
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（みなし抹消申請） 

第９条 ⌐ │ ↕╣≡™╢ ⅜

⌐№∫≡│⁸ ─ ™ ↕╣√ ⌐│⁸⅔ ⅛╠ ⌐ ⇔⁸

⌐≈™≡⁸ ⌐ ≠ↄ ─ ⅜№∫√╙─≤╖⌂⇔≡⁸ ⅜⅔

⌐ ╦∫≡⅔ ⅝↕∑≡™√∞⅝╕∆⁹ 

 

（元利金の代理受領等） 

第 10 条 ⌐ │ ↕╣≡™╢ ⅎ╩ ↑√╙─∕

─ ─ ─ ⌐╟╡ │∕─ ╩ ↕╣√╙─╩ ⅝╕∆⁹ ─

┘ ─ ™⅜№╢≤⅝│⁸ ⅜ ⇔≡ ⅛╠ ⇔≡⅛╠⁸

⅜ ⌐ ╦∫≡↓╣╩ ╡⁸ ⅜ ⅛╠⅔ ⌐

╦∫≡↓╣╩ ⇔⁸ ⌐ ⇔╕∆⁹ 

 │⁸ ─ ⌐⅛⅛╦╠∏⁸ ─ ⌐╟╡⁸⅔ ⅛╠─⅔

╖⅜№╣┌⁸⅔ ─ ⌐ │ ⅜↕╣≡™╢

ⅎ╩ ↑√╙─∕─ ─ ─ ⌐╟╡ │∕─ ╩ ↕╣√╙─

╩ ⅝╕∆⁹ ─ ─ │ ╩⁸⅔ ⅜№╠⅛∂╘ ↕╣√⁸

⌐ ╩ ⇔≡™╢ ─⅔ ⌐ ∆╢↓≤⅜≢⅝╕∆⁹ 

 

（お客様への連絡事項） 

第 11条 │⁸ ⌐≈™≡⁸ ─√╘─ ╩↔ ⇔╕∆⁹ 

 ─ ─√╘─ │⁸ ─ ⌐ ⅜№∫√ ⌐⁸

─ ⌐ ↔ ⇔╕∆⁹⌂⅔⁸ ─ ╘╢≤↓╤⌐╟╡

╩ ⌐ ∆╢ ⌐│⁸ ─√╘─ ╩ ╘≡ ™╕

∆⅛╠⁸∕─ ⌐↔ ─ ⅜№╢≤⅝│⁸ ╛⅛⌐ ─ ⌐ ↔

ↄ∞↕™⁹ 

 ⅜ ─№∫√ ⁸ ⌐№≡≡ ╩ ™ │∕─ ─ ╩

⇔√ ⌐│⁸ ⇔ │ ⇔⌂⅛∫√≤⅝≢╙ ∆═⅝≤⅝⌐ ⇔

√╙─≤╖⌂⇔╕∆⁹ 

 │⁸ ─ ⌐⅛⅛╦╠∏⁸⅔ ⅜

31 ⌐ ∆╢ 34 ─ ─ ⌐╟╡

─ ≤╖⌂↕╣╢ ╩ ⅝⁸ 34 ─ 34 ─

⌐⅔™≡ ∆╢ ╩ ╖╕∆⁹ ─ ⌐╟╡ ≤╖⌂↕╣╢

╩ ╖╕∆⁹ ╩™™╕∆⁹ ≢№╢ ≢№∫≡⁸⅔ ⅛╠─ ⌐ ╘╢

─√╘─ ⌐╟╢ ╩ ╖╕∆⁹ ⁸ ⌐⅔™≡

∂⁹⌐ ∆╢ ⌐ ⇔≡ ╛⅛⌐ ≢⅝╢ ⅜ ↕╣≡™╢ ⌐│⁸

⅜ ╘╢≤↓╤⌐╟╡ ─√╘─ ╩ ╦⌂™↓≤⅜№╡╕∆⁹ 

 

（届出事項の変更手続き） 
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第 12 条 ╩ ∫√≤⅝⁸ │ ⁸ ⇔ↄ│ ⁸ ─ ⌐⅔↑╢

─ ⁸ ⁸ ∕─ ─ ⌐ ⅜№∫√≤⅝│⁸ ∟⌐

─ ⌐╟╡⅔ ⅝ↄ∞↕™⁹↓─ ⁸₈ ₉⁸₈ ₉⁸

₈ ₉ ─ ╩↔ │₈ ₉♪כ◌ ╩↔ ℮↓≤ ⅜№╡

╕∆⁹ 

 ⌐╟╡⅔ ⅜№∫√ ⁸ │ ─ ⅝╩ ⇔√ ≢⌂↑╣┌

─ │ ⁸ ─ ─↔ ⌐│ ∂╕∑╪⁹↓─ ⁸ ─

╩ ⅝⁸╕√⁸ ╩ ╘╢↓≤⅜№╡╕∆⁹ 

 ⌐╟╢ │⁸ ─ ⁸ │ ⁸ ⁸ ╩╙∫

≡ ─ ⁸ │ ⁸ ⁸ ≤⇔╕∆⁹ 

 

（当金庫の連帯保証義務） 

第 13条 │ ⅜⁸ ⌐ ≠⅝⁸⅔ 11

⌐ ╘╢ ⌐ ╡╕∆⁹ ⌐ ⇔≡ ℮↓≤≤↕╣≡™╢⁸ ─ ⌐

╘╢ ─ ─ ⌐≈™≡│⁸ ⅜↓╣╩ ⇔≡ ™√⇔╕∆⁹ 

1 ⁸ │ ╩ ⅝

╕∆⁹ ─ ⅝╩ ∫√ ⁸ │ ⌐⅔™≡⁸

⌐╟╡ ─ ╟╡ ⇔≡ ⌐ │ ⅜↕╣√⌐╙⅛⅛

╦╠∏⁸ ⌐ ╘╢ │ ⌐ ╢ ╩ ⇔⌂⅛∫√↓≤⌐╟

╡ ∂√ ─ ╩ ⇔√ ─⌂™↓≤⅜ ↕╣√ ╩

⅝╕∆⁹ ─ ┘ ─ ™╩∆╢  

2 ⁸ │ ─ ⅝╩

∫√ ⁸ │ ⌐⅔™≡⁸ ⌐╟╡ ─ ╟╡

⇔≡ ⌐ │ ⅜↕╣√⌐╙⅛⅛╦╠∏⁸ ⌐ ╘╢

│ ⌐ ╢ ╩ ⇔⌂⅛∫√↓≤⌐╟╡ ∂√

┘ ≤ ┘ ╩ ∂ↄ∆╢ ─ ─ ─

╩∆╢ │ ─ ┘ ≤ ─

╩ ∂ↄ∆╢ ─ ╩ ⇔√ ─⌂™↓≤

⅜ ↕╣√ ╩ ⅝╕∆⁹ ─ ─ ™╩∆╢  

3 ∕─ ⁸ │ ⌐⅔™≡⁸ ⌐ ╘╢ │

⌐ ╢ ╩ ⇔⌂⅛∫√↓≤⌐╟╡ ∂√ ─  

 

（反社会的勢力との取引拒絶） 

第 14条 │⁸⅔ ⅜ 15 ─™∏╣⌐╙ ⇔⌂™

⌐ ≢⅝╢╙─≤⇔⁸ 15 ─ ⌐≢╙ ∆╢ ⌐│⁸

│ ─ ╩⅔ ╡∆╢╙─≤⇔╕∆⁹ 

 

（解約等） 
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第 15 条 ↓─ │⁸⅔ ─⅔ ⇔ ⌐╟╡™≈≢╙ ∆╢↓≤⅜≢⅝╕∆⁹

∆╢≤⅝│⁸∕─ ╕≢⌐ ─ ≢∕─ ╩⅔ ⇔ ─℮

ⅎ⁸ ─ ⌐⅔ ⅜ ─ ⌐ ─ │ ⌐╟╡

│ ⇔≡↔ ⇔⁸ ╩ ─ ┼⅔ ⅎↄ∞

↕™⁹ ⌐╟╢⅔ ⅛╠─⅔ ⇔ ⌐╟╡ ⅜ ↕╣⌂™≤⅝╙ ≤

⇔╕∆⁹ 

 ─ ─™∏╣⅛⌐ ∆╢ ⌐│⁸ │™≈≢╙⁸↓─

╩ ≢⅝╢╙─≤⇔╕∆⁹↓─ ⁸ ⅛╠ ─ ⅜№∫√≤⅝│⁸

∟⌐ ─ ⅝╩≤╡⁸ ╩ ─ ┼⅔ ⅎↄ∞↕™⁹

⌐╟╢ ⅛╠─ ⇔ ⌐╟╡ ⅜ ↕╣⌂™≤⅝╙ ≤⇔╕∆⁹ 

1 ⅔ ⅜ ╩ ╦⌂™≤⅝ 

2 ⅔ ⌐≈™≡ ─ ⅜№∫√≤⅝ 

3 ⅔ ⅜↓─ ⌐ ⇔√≤⅝ 

4 ⌐╟╢ ─ ⅜ ⇔√≤⅝⌐ ⅜⌂™≤⅝ 

5 ╛╗╩ ⌂™ ⌐╟╡⁸ ⅜ ╩ ⇔ √≤⅝ 

 ─╒⅛⁸ ─ ─ ⌐≢╙ ∆╢≤ ╘╠╣╢ ⌐│⁸ │

╩ ⇔⁸ │⅔ ⌐ ╩∆╢↓≤⌐╟╡⁸↓─ ╩ ≢⅝╢╙

─≤⇔╕∆⁹↓─ ⁸ ∟⌐ ─ ⅝╩≤╡⁸ ╩ ─

┼⅔ ⅎↄ∞↕™⁹√∞⇔⁸ ⌐ ╘╢ ╩ ℮↓≤⅜≢⅝⌂™≤

⅜ ⇔√ │⁸ ╩ ⇔⁸ ⌐╟╡⅔ ⇔∆╢↓≤⅜№╡╕

∆⁹⌂⅔⁸↓─ ⌐╟╡ ∂√ ⌐≈™≡│⁸ │ ╩ ™╕∑╪⁹

╕√⁸↓╣⌐╟╡ ⌐ ⅜ ∂√≤⅝│⁸∕─ ╩ ∟⌐⅔ ™ↄ∞

↕™⁹ 

1 ⅔ ⅜ ─™∏╣⅛⌐ ⇔√↓≤⅜ ⇔√  

▬  

꜡  

Ɫ  

♬  

ⱱ ⁸ ╓℮◗꜡ │  

Ⱬ ∕─ ▬⅛╠ⱱ⌐ ∏╢╙─ 

2 ⅔ ⅜⁸ ╠ │ ╩ ⇔≡ ─™∏╣⅛⌐ ∆╢ ╩⇔√  

▬ ⌂  

꜡ ⌂ ╩ ⅎ√ ⌂  

Ɫ ⌐ ⇔≡⁸ ⌂ ╩⇔⁸ │ ╩ ™╢  

♬ ╩ ⇔⁸ ╩ ™ │ ╩ ™≡ ─ ╩ ⇔⁸ │

─ ╩ ∆╢  

ⱱ ∕─ ▬⅛╠♬⌐ ∏╢  

 ⌐╟╢ ─ ⅝⅜ ⇔√≤⅝│⁸ ≤⇔≡
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│ ─ ─ ∆╢ ─ ⅛╠ ╡─ ─ ∆╢ ╕≢─

╩ ⌐╟╡⅔ ™ↄ∞↕™⁹↓─ ⁸ ⌐ ≠ↄ

│⁸ ⌐ ⇔╕∆⅜⁸ ⅜ ∂√≤⅝│⁸ ∟⌐⅔ ™ↄ∞↕

™⁹ 

 │⁸ ─ ╩ ╡─ ⌐ ─ ⌐ ∂≡ ⇔

∆╢↓≤⅜≢⅝╢╙─≤⇔╕∆⁹↓─ ⁸ ⌐ ∂≡ ⅛╠

∆╢↓≤⅜≢⅝╢╙─≤⇔╕∆⁹ 

 │ ⌐ ≠ↄ ⌐ ⇔≡│⁸⅔ ─ ⌐ │

↕╣≡™╢ ┘ ⌐≈™≡│⁸ ─ ╘╢ ⌐╟╡⁸⅔ ─

↔ ⌐╟∫≡ ⁸ ╩ ∫√℮ⅎ⁸ ⌐╟╡ ╩ ™╕∆⁹ 

 

（緊急措置） 

第 16 条 ─ ╘╢≤↓╤⌐╟╡ ─ ╩ ╘╠╣√≤⅝⁸ │

─ ╩ ∆╢≤⅝│⁸ │ ─ ╩∆╢↓≤⅜≢⅝╢╙─≤⇔╕

∆⁹ 

 

（免責事項） 

第 17条 │⁸ ⌐ →╢ ⌐ ∂√ ⌐≈™≡│⁸∕─ ╩ ™╕∑╪⁹ 

1 12 ⌐╟╢ ─ ⌐ ∂√  

2 ⁸ ∕─ ─ ⌐ ↕╣√ │ ╩⅔ ─

│ ≤ ─ ╩╙∫≡ ⇔⁸ ⌂™╙─≤ ╘≡ ─

│ ⁸∕─ ─ ™╩⇔√℮ⅎ≢⁸ ⌐≈™≡ ⁸ ∕─ ─

⅜№∫√ ⌐ ∂√  

3 ⌐ ↕╣√ │ ⅜⅔ ─ │ ≤ ∆

╢√╘⁸ ─ │ ╩⇔⌂⅛∫√ ⌐ ∂√  

4 ⁸ ∕─ ─ ─ ⅜ ⇔⁸ │ ─ ╘⌐╟╠⌂™

⌐╟╡ ─ ⅜ ⇔√√╘⁸ ─ │ ⌐ ∟⌐│

∂╠╣⌂™ ⌐ ∂√  

5 ─ ⌐╟╡⁸ ─ ⅜ ⇔√ ⁸ │ 10 ⌐╟╢

─ ┼─ ⅜ ⇔√ ⌐ ∂√  

6 16 ─ ⌐╟╡⁸ ⅜ ─ ╩⇔√ ⌐ ∂√  

 

（この規定の変更） 

第 18 条 ↓─ │⁸ ─ │ ┘⌐ ─ ⁸∕─

⌂ ⅜ ∂√≤⅝│⁸ 548 ─ ─ ⌐ ≠⅝ ∆╢↓≤⅜№╡╕∆⁹

∆╢≤⅝│⁸ ╩ ℮ ┘ ─ ─ ┘⌐∕─ ╩ 

⁸▬fi♃כⱠ♇♩∕─ ─ ⌐╟╡ ⇔╕∆⁹⌂⅔⁸ ─

⅜⁸⅔ ─ ─ ╩ ⇔⁸ │⅔ ⌐ √⌂ ╩ ∆╙─≢№╢≤⅝
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│⁸∕─ ⅜ ∆╢╕≢⌐ ⇔╕∆⁹ 
2020 1 24  

 

   

↓─ │ 2020 3 2 ⅛╠ ∆╢⁹ 

 


